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三条が北海道方面と取引をはじめたのは、明治７年
（1874）頃だと言われております。これも記録が残っ
ています。
明治７年といいますと、三条にガス灯がつきました。
また、三条は五十嵐川と信濃川の合流点にあり、川港
がありましたので、明治７年に川蒸気船が就航したと
きに発着場となりました。そして、第四国立銀行、現
在の第四銀行の前身が開業した年でもあります。また、
東京に警視庁ができ、読売新聞が創刊したという時代
であったようです。
明治42年（1909）に、三条の商人が樺太と取引をは
じめ、翌明治43年には高橋中儀という方が弱冠21歳で
朝鮮、今の韓国へ１人で行商に行きました。このとき
の日記が残っております。
明治43年（1910）７月、三条金物同業組合ができま
した。三条で最初の組合になります。以後、いろいろ
な組合ができましたが、第二次大戦の影響でなくなっ
たりしました。戦後、昭和34年10月１日に三条金物卸
商組合という任意団体ができました。これが現在の私
どもの共同組合の前身になります。この卸商組合がで
きて約さ30年後の昭和63年10月１日に、現在の三条金
物卸協同組合に組織を改めました。法人化したわけで
す。それから現在まで15年ほど経つわけです。
戦後の復興
昭和20年８月15日に太平洋戦争は終わりました。そ
の秋頃から、翌年春にかけて、三条金物業界は、古今
未曾有の好景気になったといわれております。これは、
東京をはじめ、空襲を受けたところはまったく物がな
くなったわけですから当たり前のことでありますが、
本当に終戦直後は物資がまったくない。それと対照的
に、非戦災都市というのでしょうか、（新潟県は長岡
市しか空襲を受けていないわけですから）空襲を受け
なかったということもありまして、三条の工場がいち
早く機械・設備の全部を金物の生産にあて、それが強
力な三条金物卸商の販売網とあいまって、たちまちの
うちに全国金物市場を掌握したという、三条金物業界
にとって、隆盛の時期であっただろうと思います。
三条市内で金物以外の商品を商っていたのは、衣類
など繊維関係などで、それらの方も身近に金物という
商品が製造されているものですから、一時的に金物屋
になった、というふうにお考えいただければいいと思
います。要は、経験がなくても金物関係の仕事に従事
すれば生活できた、そんなふうに思われます。
ホームセンターの影響
このあといろいろ変わってくるわけでございます。
現在、ホームセンターと称する大きな小売店があち
こちにございますが、これにちょっとふれてみようと
思います。日本では昭和40年代の前半までは、日曜大
工を専門とする小売店はございませんでした。みな本
職を相手にする金物屋、大工道具屋であったろうと思
います。ところが、昭和47年（1972）に、埼玉県与野
市に「Ｄｏ　Ｉｔ　与野店」というのが誕生いたしました。
ＤＩＹというのはどういう意味か申し上げますけれど、
すでにみなさんご存知かと思いますけれど、‘Ｄｏ　Ｉｔ
Ｙｏｕｒｓｅｌｆ’の頭文字をとりまして、ＤＩＹと称し
たわけでございます。ＤＩＹは、第二次世界大戦後の
ロンドンで生まれたものだと言われております。
これはイギリスの話ですが、戦後、住まいを修理す
るにも資材がなく、職人もいない。そんな中で、すべ
て自分でやらなければならないという状況で、自分で
我が家を改修・修理するためのノウハウの雑誌がださ
れたそうです。その雑誌の名が、‘Ｄｏ　Ｉｔ　Ｙｏｕｒｓｅｌｆ’
であります。その雑誌が当時爆発的に売れたことで、
ＤＩＹという言葉が定着したと聞いております。
昭和50年代に入りますと、全国的にホームセンター
の大型店が増えてきました。三条では昭和48年に当組
合企業の既存の問屋がホームセンターと取引を行い、
徐々に他の問屋も販売先の一部門として取引を始めま
した。そんなわけで、昭和48年頃からようやくＤＩＹ
大型店は日本でも必ず成功するという考えが浸透して
きたわけでございます。そんなことから組合員の有志
が集まりまして、ＤＩＹについて研究しようといこと
で、昭和55年（1980）７月に「三条ＤＩＹ振興会」を
立ち上げました。その振興会は、工場と問屋が一体に
なった会でございます。
現在のホームセンターの状況は、ダイヤモンドフリ
ー社の調査ですけれども、376社、店舗数におきまし
て3370店ほどあるといわれています。昭和47年にＤｏ
Ｉｔ与野店に始まって以来、人口の少ない市町村にも
出店が続きました。さらに、ホームセンター同士の合
併も進んでおります。ＤＩＹ店も徐々に拡大して、超大
型店を出店し、専門業者が必要とするような商品の品
揃えも豊富にした「スーパーセンター」というふうに
申しているような大型店も出店がつづいております。
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このような大規模量販店が増えた結果、当組合事業
所の全国の取引先廃業も進んでおります。当然、当協
同組合事業所の中にも、廃業に追い込まれる店が出て
きております。昭和50年頃の450社をピークに徐々に
減少して、現在では284社になっています。この30年
間、われわれの組合も活力を生むために、経営とか福
祉などの改善を図り、活性化の努力をしてきたわけで
すけれども、いかんせん、お得意先の減るのには勝て
ないわけです。こうした事態を打開するために、三条
金物卸売業の体質改善強化、流通効率化事業、そうい
うことも研究しています。
また、「21世紀に向けての三条金物卸商の活性化プ
ラン」、これは提言書ということになりますけれども、
テーマ別にグループを作り、研究をいたしました。こ
れは、協業化、合併等をふまえてのテーマ別グループ
研究会ということです。そして、平成８年には、「三
条鍛冶の技」というカタログを発行いたしました。
そんなことで、自分たちの事業の内々のことに関す
る研究会等を一生懸命やっていますけれども、現実と
しては、283社に減ってきているわけです。
組合員の現況
ちなみに、わが協同組合事業所の従業員構成を申し
上げますと、10名以下が約67％くらいを占めます。残
りの30％が10名以上でございます。大きく分けまして、
50名以上の商社が26社、あとは50名以下ということに
なりますので、大半は零細企業です。
現在の販売網ですけれども、北は北海道から、南は
沖縄まで、国内はすべて行っております。その他、海
外とも取引をしております。
わたしどもの協同組合のホームページがございます
ので、機会がありましたら見ていただければありがた
いと思います。ホームページで私が申し上げておりま
すように、全国津々浦々に営業に行っていると同時に、
金物に関しては、三条にはないものはない、どんなも
のでも手に入らないものはないというふうに申し上げ
ています。流通を考えても、三条は日本のほぼ中央に
位置しており、北海道、四国の一部、九州、沖縄を除
いたほとんどの地域には、翌日品物が届くようになっ
ております。
はじめに申しました13団体の中でも、三条が一番の
組合員数を有していることからも、金物業界における
三条の位置も分かっていただけると思います。
ざっくばらんに、現在の金物業界の概要をしゃべら
せていただきましたけれども、時間がきたようですの
で、これで終わらせていただきます。なにか、質問等
ございましたら、私の分かる範囲でお答え申し上げた
いと思います。
《質　疑》
―17世紀の初めから農民の余暇を利用する形で始まる
とうかがいましたけれども、そもそもなぜ三条の地区
に、こういった多種多様な生産をする工業基盤といい
ますか、そんなものが集積してきたか。それはみなさ
んご自身の大変な努力もあったと思いますし、外部の
環境もあったかと思いますが、みなさまがお考えにな
っていて、何が一番よかったのでしょうか。
うまく話せませんけれども、やはり五十嵐川に砂鉄
が採れたんじゃないかと思います。
―原料ということですか。
原料、そして、職人さんたちは「カジゴ」と言いま
すけれども、雑木を炭にしたと言ったらいいんでしょ
うか。白炭とかいう硬い炭ではなくやわらかい炭です。
そうした鍛冶用の炭が五十嵐川の上流の下田郷から運
ばれてきた。さっき言いました砂鉄の話はちょっと違
うかもしれませんけれども、最初は農具のこわれたも
のとか、屑鉄を材料として釘を作っていたと思われま
す。17世紀後半に、北前船が運航されるようになりま
して、出雲の鉄が新潟港まで運ばれ、さらに信濃川を
三条まで運ばれたと言われます。そうした原料の供給
が安定して、三条の鍛冶が成立したのではないでしょ
うか。
―今、社会がすごく環境とかエコに流れている中で、
産業産品として、私は産業振興委員をやらせてもらっ
ています。三条の地域で作られた商品だということで、
三条ブランドの商品を作ろうとされているみたいです
が、ある意味、卸商の立場で考えたとき、たとえば鉛
を使わない道具だとか、そういうものに対するニーズ
というのは、卸の方からみて、消費者がそういうもの
をもっているかどうか、感じるものがあるか、ちょっ
とお聞かせ願いたいんです。
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要するに三条マークですね。三条マークは絶対必要
だと思います。現在、ＰＬ法への対応から、商品には
生産者の名前が入っております。それにはメーカー名
と住所氏名が入りますから、三条ブランドというもの
を作ってもいいと思います。今までは、三条でできた
商品でも、東京へ持っていくと東京でできた商品、大
阪へ持っていけば大阪でできた商品として、販売され
ることがありました。
また、以前は、三条は安物、同じものでもたとえば
包丁でしたら、堺や東京の包丁は一流で、三条はもの
まね、あるいは二流の安物だと捉えられてきました。
現在の三条の包丁は、決して遜色ありません。したが
って、三条ブランドを打つことのマイナスということ
は、私はないと思います。ただ、買う方は舶来志向と
いうのでしょうか、ＭＡＤＥＩＮＧＥＲＭＡＮＹ、ＭＡＤＥ
ＩＮ ＵＳＡとかが品物がいいようだと受け取る向きがあ
ります。ただ、中国へ行きますと、ＭＡＤＥＩＮＪＡＰＡＮ
とＧＥＲＭＡＮＹは十分通用する商品です。ＭＡＤＥ ＩＮ
ＣＨＩＮＡは一般の人が使用しておりますけれども、上
海では人口の20％位が相当高収入なんですね。そうい
う方がやはりＧＥＲＭＡＮＹとかＭＡＤＥＩＮＪＡＰＡＮの
ブランドであれば間違いない商品だということですの
で、ＭＡＤＥＩＮＳＡＮＪＯを付けても十分いけると思い
ます。
それから海外との競合ですが、私どもの工具・刃
物・大工道具は、東南アジアでは日本と似たものはあ
りませんので、十分商売になります。向こうの人が作
った商品をそのまま持ってきたのでは、品物が悪くて
日本では使えません。ところが労働力が安いので、日
本人が行って作り方を教えて安く輸入します。そうす
ると、日本人の敵は日本人という図式が理解していた
だけると思います。
―韮澤社長のところに伺ったときに大変おもしろいお
話をお聞きしました。さきほどのお話では触れられな
かったと思いますので、お話いただきたいと思います。
一つは昭和30年代に入ってから、三条のネットワー
クを通して、三条以外の産地の製品も扱うようになっ
た。つまり、三条の販売ネットワークがどうしてそれ
だけ広がったのか、そこの広がった販売網は、どうい
う変化をみせたのかというお話をいただきたいのと、
もう一つ、さきほどの話で、ホームセンターの影響で、
作っている方々が廃業して、そのことが卸商の廃業に
つながっているというお話でしたが、ホームセンター
が出てくることが、どうして製造業の衰退につながる
のか、このあたりのことを教えていただければと思い
ます。
なかなかむずかしい問題ですが、まず最初の１点で
す。昭和30年代に入りまして、同じ道具でも、電動工
具、たとえば電気丸鋸、電気鉋等が出てきました。残
念ながら、それは三条ではできなかったわけです。名
古屋付近でできたものを、地方から仕入れて自分たち
の販路に乗せた。また、なぜメーカーが三条に販路を
求めたかということですけれども、日本全国どこでも
行っているのが三条商人だった。そんなふうに申し上
げればよろしいかと思います。つまり、自分たちで行
けない地域に売ってもらおうと三条を頼ってこられた
んじゃないか。
東京の問屋のほとんどは、東京を中心として関東平
野の一部、名古屋の問屋は名古屋、静岡、愛知、三条
でしょうか。西へ行きますと、大阪や播州の問屋は、
大阪から山陽・山陰・四国・九州が主力であったろう
と思います。三条の問屋にまかせれば、より以上の販
売網が広がるだろうということで、県外のメーカーや
問屋が、昭和30年代から三条においでになった。そん
なわけで、すこし極端に申し上げますと、漁具を商っ
ている店などは佐渡、対馬など、島だけを回って営業
しています。こういう営業形態は、他県にはないよう
な気がします。ですから、島に渡りますと、海が荒れ
れば何日も帰れません。各地に魚市場がありますが、
魚市場専門に回っている方もいる。三条はそれぞれ多
様な営業を行っているところです。
現在、他県から三条に店を出されているのは、約10
店舗です。昭和51年に三条出張所を出されたのが一番
古いと思います。
２点目ですけれども、量販店が増えることによって、
私たちのお得意の小売店が廃業に追い込まれる。私ど
もの金物屋も廃業に追い込まれる。ところが、三条の
小規模で家内工業的な工場は、量販店の要求に対処で
きません。量販店は、一日数個しかできないものを買
ってくれません。そうしますと、零細的な問屋を通し
て、従来の金物屋に売り込む以外にない。その売り込
み先が減っている。それと、後継者の問題があり、家
内工業的なものが減っていくんじゃないかと思いま
す。その代わりというとおかしいのですが、戦後でき
たメーカーで、コロナという会社がございます。燃焼
器具ではじまり、今は家電も生産していますし、建材
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関係も製造しております。たとえば、そういうメーカ
ーが出てきました。
それから、戦前ほとんど作られなかったものとして、
作業工具があります。ペンチとかモンキー、ドライバ
ーなど、そうした商品がずいぶん作られるようになっ
ています。
決して、量販店が小さい小売店やメーカーをだめに
したわけではなく、社会の自然の成り行きかと思いま
す。その分、メーカーで大きくなるところは、どんど
ん大きくなっています。
―新潟県の産業や企業の歴史をしらべておりますの
で、ちょっと古い話になってしまい、恐縮です。三条
のあゆみをみてくると、もちろん三条商人の活躍とい
うのは大きかったと思いますが、一方で生産者がある
わけで、非常に多種類の品物が作られています。卸の
方から生産者に、こういうニーズがあるとか、こうい
う需要があるからこういうものを作ったらどうか、と
いうような提案や情報を提供するということがなされ
てきたかどうか。また、明治の末期に商人が全国にで
かけていって販売をしてきたという、バイタリティが
あったというか、今みたいに交通も情報も発達してい
ない時代ですから、特筆すべきだと思いますが、その
辺のバイタリティの源泉というか、心意気というか、
あまり科学的ではないんですが、そうした部分が三条
の地、および三条の商人に、どういう形でできてきたの
か、印象でも結構ですから、お聞かせいただければ。
今おっしゃったように、大変むずかしいことです。
三条は金物産地として知られていますが、その前は川
を利用した染色と、足袋の生産が盛んだったところで
す。それに対抗して何とかやっていかなければならな
いということもあったかもしれませんし、物が出来て
くる。これをどう売りさばくか。やはりハングリーで
なかったのかなと思います。
さきほど家釘といいましたが、はじめは初歩的な鍛
冶の技術でできるものを作って出羽の国、つまり、山
形県や秋田県へ売りに行く。それらの地方にも野鍛冶
などの仕事もあったわけですし、城下町へ行けば金属
に関係する職人もいたわけです。その旅の途中に見つ
けた品物を、持ち帰って作れないか。釘もいいけれど、
やはり付加価値の大きなものを作らないともうからな
い。そんなことから、鎌や小さい握り鋏を持ってきて、
鍛冶屋に見せて、同じものを金物屋と共同で研究して
作った。そのうちに、商品だけ持ってきたのではうま
くいかないから、職人をその土地に連れていって覚え
させた。こうした先人の努力は大変だったろうと思い
ます。
おっしゃるとおり、売るほうも一生懸命でした。売
るのにプラス何かないか、特に付加価値のあるものが
ないか、というのが三条金物の元になっているんだろ
うと思います。
―敗戦の年から翌年にかけて、大変な好景気だったと
お話されましたが、そのあと朝鮮戦争を経て高度経済
成長へと移っていくわけですし、その間、貿易の再開
とかあって、三条の産品が海外へ輸出されるというこ
とも大きなニュースだったと思います。たとえば、朝
鮮戦争はどういう影響を与えたか、たとえば、貿易の
再開に応じて、卸の方が何かやってこられたとか、そ
ういうことはございますか。
さっき申し上げましたように、三条は空襲を受けな
かったということ、そして、一部軍需工場があり、機
械もあったし、軍からまわされてきた材料もあった。
そして、朝鮮動乱のはじまる少し前に不景気があった
んです。朝鮮動乱によって、軍需的に需要されるいろ
いろなものが輸出されたと思います。また、米軍を通
しての調達も多かったと思います。ですから、日本全
国そうでしょうけれども、三条も息を吹き返した面も
あろうかと思います。
―貿易の再開に際して、卸の力は大きかったのでしょ
うか。
わたしは貿易は苦手でよく分かりませんけれども、
貿易に関わったのはメーカーが先ではなかったでしょ
うか。三条のメーカーとアメリカの会社だと思います
が、そこと手を組み、ＤＭの作業工具、ペンチだとか
モンキーを作るようになりました。その結果、作業工
具に関しては、逆にアメリカへ教えて行っております。
最初作った方が忘れてしまったのです。メーカーがな
くなってしまったのです。それで、三条から機械を持
って行って、逆に向こうで作ったのです。そういうこ
とから、三条も逆な面が行われるのじゃないか、とい
うふうにも考えられます。全部ではありませんが、わ
れわれも輸出するだけでなく、向こうの情報を得るた
めにアメリカに事務所を開いたり、ヨーロッパに事務
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所を開いたりしております。どの程度、商品が行って
いるか、上海で調査しましたところ、日本の製品は高
級品として一部のデパートに並んでおりました。それ
も、高級品志向の方がおいでになるような、デパート
というかショッピングセンターでした。そこには日本
のメーカー名が入っておりましたので分かりました
が、結構高価です。
―先の話なんですけれども、さきほど組合事業所の60
パーセント以上が10人以下の零細の経営だということ
がございまして、最近、ホームセンターなんかでは、
製造業で力のあるところはじかの取引を行うというこ
とですが、卸商の方々はどういったところにビジネス
チャンスをみつけていけるとお考えですか。
組合の事業をいろいろやってきましたが、将来の見
通しでは100社以下になるという危惧もあります。こ
れは、さきほど申し上げましたように、量販店がどの
程度までいくのか分かりません。
ただ、専門店は残ります。どんな町でも、専門店は
必要と思います。量販店で扱えない、また、知識のな
いお客様を相手にする場合もありますので、専門店は
残ると思いますが、少なくなるものと思います。そこ
に残るにはどうするかが課題で、今、一生懸命それぞ
れ努力しています。しかし、残念ながら、現在ある
300社が100社以下になるのではないかと思います。ど
の店がなくなるのかわかりませんけれども、組合では
協業化・協同化等について、7年位前から研究してい
ますが、やはり建前と本音がございまして、なかなか
やりにくいというのが実状です。
―卸売業者さんのＩＴ化の影響というのは、あるので
しょうか。
組合でも現在ホームページやアドレスを持って、広
報をしております。また、個々の企業でもやっており
ます。やってはおりますが、包丁を例にとりますと、
インターネットを使って包丁の注文を受けるというの
はなかなかむずかしい。いずれ板前さんも若い人に代
替わりされたら、そういう時代がくるかもしれない。
たとえば、現在は専門店で包丁を買って使う。そこで、
金物屋さんの能書きを聞いたり、自分の目で見て買う。
先輩からも包丁の選び方を聞いて買うというのが、実
状だと思います。だから、趣味のもの、たとえば墨壺。
墨壺はご存知のように、二点間を結び直線を引くのに
一番すぐれた道具だと思います。その墨壺を趣味の道
具として花器や灰皿等に変えてしまうと、いくつかは
売れると思います。ナイフにしても、趣味的なものは
可能だけれど、全般的にＩＴ化されるかというと、む
ずかしいと思います。
一部ではたしかに商売にされています。相当お売り
になっている店もあるようです。ただ、全体的に300
社の事業所がすべてＩＴをうまく利用されているかと
いうと、むずかしいと思います。
―もう一つ。刃物のブランドというと、さきほどお話
になったドイツのゾーリンゲンがありますが、たしか
にゾーリンゲンは切れ味がよいと思います。使いやす
いということもあります。われわれもドイツに行くと、
おみやげに刃物を買うかという感じになるんですが、
どこが違うんでしょうか。たとえば、三条であろうと、
ドイツであろうと、どこの何が違うんでしょうか。
まず一つは、先入観が違うと思います。優秀で、舶
来的な、日本人のあこがれというんでしょうか。それ
が一つ頭の中にあるんじゃないかな。しかし、材料は
向こうが優秀なものであろうと思います。だけど、切
れ味となりますと、果たしてどうでしょうか。日本の
鋏でも、包丁でも、決して劣っていないと思います。
ゾーリンゲンをお土産にお買いになられまして、小売
屋に研ぎに持っておいでになります。「これ、どこど
こでお土産にもらったんだ」とか、「行って買ってき
たんだ」というような品を見せていただきますが、切
れ味とか便利さにおいては、決して日本のものも劣ら
ない。刃物で、日本のものは地金に鋼をつけます。向
こうのものは一体物です。そうしますと、私はそこま
ではっきり分かりませんが、硬度の問題になると、や
はり日本の作り方が硬度が出ます。そこを研ぐのは、
砥石でも相当いいものを使わないといけません。全鋼
という言葉を使いますが、オール鋼のものは、あまり硬
くしたら研ぎができないんじゃないかと思われます。
また、良質の鋼は高価なために、使う量を少なくし
た鋼付きとか、鋼割り込みとかが日本で考案されたん
じゃないかと思います。日本独特の技術です。
―そうすると、売り方によっては、世界のブランド商
品として発展していく可能性もあるわけですね。
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日本古来のものはありましても、海外へ行ってそこ
まで宣伝していないのではないだろうかと思います。
しかし、今ものすごく見直されて、ヴァイオリンを作
る人たちに、日本の道具が重宝がられてきているとい
うことです。ヨーロッパに日本の刃物を売るお店があ
りますように、日本の製品は大丈夫と思います。
まったくつたない説明で分かりにくいところがあっ
たと思いますけれど、これをご縁に、ぜひ三条の製品
を愛用していただきたく、よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。
（文責　兒嶋俊郎）
